
平成30年12月期 第1四半期決算短信〔日本基準〕（連結）

平成30年4月26日

上場会社名 株式会社 レッグス 上場取引所 東

コード番号 4286 URL http://www.legs.co.jp

代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 内川　淳一郎

問合せ先責任者 （役職名） 専務取締役管理本部長 （氏名） 米山　誠 TEL 03-3408-3090

四半期報告書提出予定日 平成30年4月27日

配当支払開始予定日 ―

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無

四半期決算説明会開催の有無 ： 無

（百万円未満切捨て）

1. 平成30年12月期第1四半期の連結業績（平成30年1月1日～平成30年3月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年12月期第1四半期 3,165 19.9 200 ― 209 546.2 139 417.4

29年12月期第1四半期 2,638 △4.4 0 △99.7 32 △80.4 27 △75.1

（注）包括利益 30年12月期第1四半期　　121百万円 （856.6％） 29年12月期第1四半期　　12百万円 （△86.4％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年12月期第1四半期 13.24 13.10

29年12月期第1四半期 2.59 2.54

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年12月期第1四半期 7,194 5,118 70.4

29年12月期 7,354 5,190 69.8

（参考）自己資本 30年12月期第1四半期 5,063百万円 29年12月期 5,133百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年12月期 ― 0.00 ― 19.00 19.00

30年12月期 ―

30年12月期（予想） 0.00 ― 20.00 20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年12月期の連結業績予想（平成30年 1月 1日～平成30年12月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 6,200 9.4 210 81.0 210 11.6 145 11.2 13.76

通期 14,500 8.8 1,000 18.1 1,000 8.1 690 9.6 65.48

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年12月期1Q 10,840,000 株 29年12月期 10,840,000 株

② 期末自己株式数 30年12月期1Q 269,830 株 29年12月期 302,000 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年12月期1Q 10,558,600 株 29年12月期1Q 10,439,853 株

（注）株式給付信託（J-ESOP)制度導入に伴い、期末自己株式数には、信託口が保有する当社株式（30年12月期1Q100,000株、29年12月期100,000株）が
含まれております。なお、信託口が保有する当社株式を、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております（30年12月期1Q100,000
株、29年12月期100,000株）。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実
際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四
半期決算短信（添付資料）２ページ「1.当四半期決算に関する定性的情報(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、世界景気の回復を背景に、引き続き輸出が増加基調で推移

することに加え、人手不足への対応のための投資や、東京オリンピック・パラリンピックを控えたインフラ建設

などの需要の盛り上がりにより設備投資も増加基調で推移するため、引き続き景気回復の動きは維持されると見

込まれるものの、一方で、米中貿易摩擦の激化、朝鮮半島情勢の緊迫化といった地政学リスクに加え、国内にお

いては安倍政権の混乱等の要因もあり、依然として先行き不透明な状況が続いております。

このような状況下、当社グループでは、中長期的な経営戦略に基づいて、コンテンツを活用した取り組みの強

化により、従来のプロモーションに加えＯＥＭ（注１）・物販等への拡大を推進してまいりました。従来のプロ

モーションにおいては、戦略市場である流通および日用雑貨業界を中心に、ＶＭＤ商材（注２）、ＷＥＢ連動キ

ャンペーンなど、近年の顧客の販促ニーズの変化に対応した商材提供による既存顧客の深掘りと共に、その他の

業界での新規顧客開拓を行ってまいりました。その一方、ＴＶ・映画やライブイベント等と連動し、積極的にコ

ンテンツを活用したＯＥＭ・物販やコラボカフェ企画等コト消費にも注力してまいりました。引き続き、付加価

値の高い事業の展開と生産性向上により収益力の強化を図ってまいります。また、働き方改革として、意識改革

と業務改革を進めることで、時間外勤務管理体制を強化しております。

当第１四半期連結累計期間における当社グループの経営成績は、売上高においては、通信顧客向け等の落ち込

みはあったものの、飲料顧客向けおよびアミューズメント顧客向け等の好調により、前年同期比で増収となりま

した。営業利益、経常利益および親会社株主に帰属する四半期純利益に関しては、主に人件費等を中心とした販

売費及び一般管理費の増加分を増収により吸収し、前年同期比で増益となりました。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は3,165百万円（前年同期比19.9％増）、営業利益は

200百万円（前年同期は営業利益０百万円）、経常利益は209百万円（前年同期比546.2％増）、親会社株主に帰属

する四半期純利益は139百万円（前年同期比417.4％増）となりました。

（注１）発注元企業の名称やブランド名で販売される商品

（注２）商品展示効果を高めるため、店舗全体の空間デザインから商品の展示・陳列までを統合的に提供する商

材およびサービス

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べて160百万円減少し、7,194百万円となりま

した。これは主に、現金及び預金および商品が増加したものの、受取手形及び売掛金が減少したことによるもの

です。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末と比べて88百万円減少し、2,075百万円となりまし

た。これは主に、賞与引当金が増加したものの、未払法人税等が減少したことによるものです。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末と比べて72百万円減少し、5,118百万円となりまし

た。これは主に、資本金が増加したものの、資本剰余金および配当金の支払により利益剰余金が減少したことに

よるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、現時点での受注残が５月以降不透明なことと、第２四半期以降の経費負担増を見込

んでいるため、平成30年２月14日に公表いたしました業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,884,570 2,920,342

受取手形及び売掛金 2,885,609 2,591,916

商品 295,317 380,469

その他 176,149 199,003

貸倒引当金 △25,588 △25,588

流動資産合計 6,216,058 6,066,144

固定資産

有形固定資産 64,963 62,417

無形固定資産 23,719 25,839

投資その他の資産

投資有価証券 604,907 588,334

その他 445,233 451,312

投資その他の資産合計 1,050,140 1,039,646

固定資産合計 1,138,823 1,127,903

資産合計 7,354,882 7,194,047

負債の部

流動負債

買掛金 1,018,675 1,033,914

未払法人税等 264,563 93,210

賞与引当金 90,225 177,762

その他 379,875 353,542

流動負債合計 1,753,340 1,658,430

固定負債

退職給付に係る負債 224,654 228,118

株式給付引当金 23,205 26,775

その他 163,458 162,570

固定負債合計 411,318 417,464

負債合計 2,164,658 2,075,894

純資産の部

株主資本

資本金 220,562 350,000

資本剰余金 377,016 246,263

利益剰余金 4,462,350 4,399,978

自己株式 △146,002 △134,151

株主資本合計 4,913,926 4,862,090

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 152,654 142,948

繰延ヘッジ損益 － △7

為替換算調整勘定 66,703 58,389

その他の包括利益累計額合計 219,357 201,330

新株予約権 56,939 54,731

純資産合計 5,190,224 5,118,153

負債純資産合計 7,354,882 7,194,047
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年１月１日
　至 平成30年３月31日)

売上高 2,638,770 3,165,081

売上原価 1,909,718 2,199,313

売上総利益 729,051 965,767

販売費及び一般管理費 728,552 765,069

営業利益 498 200,698

営業外収益

受取利息 1,495 1,824

為替差益 － 1,686

受取保険金 22,455 2,112

受取手数料 2,348 2,477

その他 6,435 1,749

営業外収益合計 32,736 9,850

営業外費用

投資事業組合運用損 － 954

為替差損 799 －

その他 － 5

営業外費用合計 799 960

経常利益 32,435 209,588

特別利益

新株予約権戻入益 3,014 －

特別利益合計 3,014 －

税金等調整前四半期純利益 35,449 209,588

法人税、住民税及び事業税 46,371 85,032

法人税等調整額 △37,931 △15,193

法人税等合計 8,439 69,838

四半期純利益 27,009 139,750

親会社株主に帰属する四半期純利益 27,009 139,750
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年１月１日
　至 平成30年３月31日)

四半期純利益 27,009 139,750

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △3,413 △9,705

繰延ヘッジ損益 － △7

為替換算調整勘定 △10,871 △8,314

その他の包括利益合計 △14,285 △18,027

四半期包括利益 12,724 121,722

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 12,724 121,722
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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